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幸せについて 

 
社会福祉法人一期一会福祉会 
 法人本部長 臼井 正和 

 
 平成２９年度も終わり、新年度の４月を迎えました。毎年多くの学生が卒業し、進学・就職する時期に

なりますが、一期一会福祉会にも、岩倉地区・阿久比地区に初々しい新社会人の職員が入ってきました。

新人職員を見ていると、改めて自分が新社会人になった時はどうだったのか、自問自答しています。採用

面接の時にも感じた事ですが、自分の事をしっかり語れる方が多く、想定問答に備えただけでなく、常日

頃から目標・目的を持ったり、色々考えて過ごしてきた事が想像でき、我々の世代はどうだったか考えさ

せられます。 
 そこで、仕事を通じて、人は何を求めているのか、人生を通じて何を求めているのか、それは最終的に

は「幸せ」だと思い、仕事している人・していない人共通のテーマとして考えてみました。 
「しあわせはいつも  じぶんのこころがきめる」  相田みつを （詩人） 
 相田みつをさんと言うと、ご存じの方が多いと思いますが、AC ジャパンの公共広告で使われている次

の言葉も、相田みつをさんの詩であり、どこかで皆さんも目にした事があると思います。 
「セトモノとセトモノとぶつかりっこすると  すぐこわれちゃう 
どっちかがやわらかければたいじょうぶ  やわらかいこころを持ちましょう」 
 確かに何を幸せと感じるのか、人によって異なりますね。 
 また、ウィルデュラント（アメリカの哲学者）も次の言葉を残しています。 
「幸せなのは、幸福なんて特別必要でないと悟ることです」 
「幸福を見つけようとすることが何よりも幸福からとおざかってしまうことなのである」 
 オスカーレバント（アメリカの作曲家・ピアノ奏者）も次のように言っています。 
「幸せは経験するものではなくて、あとで思い出してそれと気づくものだ」 
 何を幸せと感じるかは、人それぞれですし、人生哲学的な考え方も、人それぞれだと思いますが、私は

上記の考え方に共感を覚えます。がむしゃらに幸せを求めるのではなく、何気なくすごしている日常が幸

せなのだなっと。 
 私も父を亡くしており、その前後は葛藤がありました。でも心の整理ができた今では、一緒にいられた

時期が幸せだったなと感謝しています。今後も仕事と両立しながら、家族を大事に過ごしていきたいなと

思います。（無理をせずに自然体で） 
 

 



 

1 日（日） さくらまつり 1 階 11：15～ 
2 日（月） 2 階誕生会 2 階 11：00～ 
6 日（金） お花クラブ 2 階 14：00～ 
9 日（月） 美容 1 階 9：00～ 
10 日（火） 書道クラブ 2 階 14：00～ 
12 日（木） ご馳走の日 昼食 12：00～ 
13 日（金） 体操クラブ 2 階 10：30～ 
17 日（火） 弘法様 1 階 10：30～ 
20 日（金） 移動美容室 玄関前 9：30～ 

 お花クラブ 2 階 14：00～ 
26 日（木） いちご誕生会 3 階 14：00～ 
27 日（金） 体操クラブ 3 階 10：30～ 
 ボンマルシェ ｹｱﾊｳｽ 14：00～ 

 

感染症予防のため、長期間に渡り面会制限をお

願いさせていただいており、ご利用者様、ご家族

様には大変ご迷惑をおかけ致しました。 
4 月を迎えて暖かくなって参りましたが、これ

からの時期は、湿度や気温が高くなるため、食

虫毒予防が重要となります。施設として感染症

予防に努めて参りますので、引き続き皆様のご

理解・ご協力の程、よろしくお願い致します。 

 
 

一番左 富田能弘 2階 

 

ご利用者様の気持ちに

寄り添った関わりを心掛

け、先輩方をお手本にし

て、向上心を持ち、笑顔

でお手伝いをさせて頂き

ます。 

左から 2番目 新美榛名 いちご 

 

4 月から職員としていちごで働

かせて頂く新美榛名です。分から

ない事が多くありますが、信頼し

て頂けるように頑張っていきたい

です。よろしくお願い致します。 

右から 2番目 竹内美穂 2階 

 

新人職員として働かせて頂

く竹内美穂です。精一杯仕事に

励んでいきますので、どうぞよ

ろしくお願い致します。 

一番右 木澤美咲 ひまわり 

 

4月からひまわりへ配属とな

りました木澤美咲です。笑顔で

皆さんに信頼して頂ける介護

を目指したいです。よろしくお

願い致します。 

16 年間、特養の現場で介

護職員として働き、全ての

フロアに入らせて頂きま

した。そして、この 4 月か

らは生活相談員として勤

務する事になりました。 
仕事内容が変わり不安はありますが、やりがい    

や楽しみへと変えていけるよう、努力して参り 
ます。今後もよろしくお願い致します。        

山上由記（やまがみ ゆき） 
 



  

 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 3 月 16 日、阿久比一期一会デイ

サービスセンターで運営推進会議

を行いました。この会議は毎年 2 回

行われており、認知症対応型デイサ

ービスでの実施状況などを報告し、

皆様のご意見をお聞きしながら事

業所の運営に生かしています。今回

は阿久比町役場、社会福祉協議会、

民生委員の方々にご参加いただき、

地域の実情や今後の会議運営の仕

方などの話し合いが行われました。 

 2 単位目では、どら焼きを作りました。 
 男性は計量と生地混ぜ、女性は卵割りとあんこの配分と

2 チームに分けて調理を行いました。それぞれ同じチーム

のご利用者様と協力しながら、手際よく調理を進めて下さ

いました。生地を焼く際には、焦げないように火加減に気

をつけて・・・。おかげで絶妙な仕上がりに！ 
生地が出来るとご自分であんこをはさんでもらい、抹茶

ラテと一緒に召し上がられました。できたてのどら焼きは

格別で、大きなどら焼きも皆さんペロッと完食。食べ終わ

るとすぐに「次は何を作る？」と話が弾んでいました。 
 

 ひな祭りの前に、おやつでお雛様ケーキを作りました。ホットケーキの素を使って、お雛様・

お内裏様の体を作り、マシュマロにチョコレートで顔を書いて、串でさしたら出来上がり♪ チ

ョコレートで顔を書くのに苦戦しましたが、思った以上の出来栄えに、ご満悦。中には、お雛様

の顔をみて「食べるのが可愛そう。」と言われ、なかなか食べることができないご利用者様もい

らっしゃいました。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

半田市澤田農園へ行きました。

最高記録 50 個。90 歳記録更新し

ました。「来年も連れていってね」

と意気込み充分です。 

移移動動販販売売ボボンンママルルシシェェ  

毎月恒例、移動販売です。

ケアハウス食堂に旬の果物

やお菓子を並べてケア・デ

イ・特養のご利用者様にお買

い物を楽しんでいただいて

おります。 

季節の工作 
 

 毎月恒例、「季節の工

作」の様子です。今回

は貼り絵です。しだれ

桜を作っています。集

中し出すと 1 時間はあ

っという間に過ぎてい

ました。 

 

 
 

 
 

『寄付御芳名』 
平成３０年１月１日～平成３０年３月３１日 
 
金   ２００，０００円  匿名 
金    ２０，０００円  匿名 
金    ５０，０００円  匿名 
金   １００，０００円  匿名 
                 
温かいご支援ありがとうございます。 
より一層のご利用者様へのサービス向上と 
施設運営に役立たせていただきます。 
        理事長 臼井 和香奈 
 

 

 

 

  

 

 

介護職員（職員・パート） 

看護職員（パート） 

ホームヘルパー（パート） 

 


